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質問の趣旨 

 

２０１４年２月２６日に開催された厚生労働省「子宮頸がん予防ワクチンに

関する意見交換会」に関し、HPV ワクチンに関する研究業績が乏しく、自ら専

門家でないと自認しているヘレン・ペトシウス・ハリス氏を「有識者」として

招聘することとした経過を含め、ロバート・プレス WHO ワクチン安全性諮問委

員会（GACVS）委員長、ヘレン・ペトシウス・ハリス氏、厚生労働省担当者ら

が行った協議の経過と内容について説明されたい。 

 

質問の理由 

１ はじめに 

2014 年 2 月 26 日に日本で開催された厚生労働省「子宮頸がん予防ワクチン

に関する意見交換会」（以下、単に「意見交換会」という）について、WHO ワ

クチン安全性諮問委員会（GACVS）、厚生労働省、同意見交換会に「有識者」

として発表するために招聘されたヘレン・ペトシウス・ハリス氏らが意見交換

会に先だって水面下で不健全な協議を行い、HPV ワクチンの安全性に対する懸

念を打ち消そうとしていたことが、ニュージーランドでの情報公開請求により

得られた別紙のメール文書によって明らかになった。 

当会議は、2016 年 11 月 2 日付で、HPV ワクチンの接種を推奨する WHO ワ



 

 

クチン安全性諮問委員会（GACVS）の 2015 年 12 月１7 日付声明の問題点を明

らかにする反論書を公表し同委員会に送付したが、情報公開によって得られた

前記意見交換会に関する一連のメールからも、WHO ワクチン安全性諮問委員会

（GACVS）の HPV ワクチン推奨ありきの非科学的な姿勢と不当な介入が浮き

彫りになっている。そして、同委員会とともに、HPV ワクチンの安全性に関す

る懸念を打ち消そうとした厚労省の対応も公正さを欠くものとして問題である。 

情報公開請求で得られたメールが示す経過は以下のとおりである。 

 

２ 一連のメールが示す経過とその背景概要 

（１）2014 年 2 月、WHO ワクチン安全性諮問委員会（GACVS）は、HPV ワク

チンの安全性を支持し、接種を推奨する声明案を用意しており、これを公表し

ようとしていたところ、日本において、2 月 26 日、ジェローム・オーチェ医師、

シン・ハン・リー医師と堺春美医師を「発表者」とする意見交換会が急遽開催

されることとなった。この 3 名は、いずれも HPV ワクチンの安全性には問題が

あるという見解や論文を公表していた。 

 

（２）特に、シン・ハン・リー医師は、ガーダシルには、HPV の DNA の断片が

混入しており、これが安全性に悪影響を及ぼしているという論文等を公表して

いたが、WHO ワクチン安全性諮問委員会（GACVS）は、DNA の問題につい

て検討できていなかった。 

 

（３）そこで、WHO ワクチン安全性諮問委員会（GACVS）委員長のロバート・

プレス氏は、シン・ハン・リー医師に対抗するため、ヘレン・ペトウシス・ハ

リス医師に連絡をとった。当時同医師は、リー医師の見解に対する唯一の反論

だと同委員長が認識していたコメントをニュージーランドのオークランド大学

予防接種諮問センター（Immunization Advisory Centre）ウェブサイトに掲載

していた。 

しかし、ヘレン・ペトシウス・ハリス氏は、自らメール中で「私がこの問題

の専門家であるかどうかは分かりませんが、ワクチンに含まれるアルミニウム

について、また、そのアルミニウムが炎症反応および予防接種後の局所有害事

象にどう影響するのかについて、博士課程の研究の一環で何年か前に検討した



 

 

経験はあります。」と述べているように、この分野の研究実績に乏しい研究者で

あった。 

また、上記反論も、ニュージーランドにおいてガーダシル接種後に死亡した

18 歳の少女の死因に関して行われた検視審問において、クリストファー・ショ

ウ医師及びシン・ハン・リー医師がガーダシルとの関連性を指摘することに反

論するために、急遽、ヘレン・ペトシウス・ハリス氏が上記ウェブサイトに掲

載したものであり、科学的裏付けに乏しく、査読を経た論文でもなかった。 

にもかかわらず、ロバート・プレスWHOワクチン安全性諮問委員会（GACVS）

委員長と厚生労働省の難波江功二課長補佐（当時）は、これらのことを承知し

ながら、ヘレン・ペトシウス・ハリス氏と連絡をとりあって同医師に厚生労働

省の意見交換会において発表させたのである。 

 

（４）その過程で、難波江功二課長補佐は、ヘレン・ペトウシス・ハリス医師の

発表スライドの内容について踏み込んで意見を述べて調整を求めたほか、同課

長補佐、阿部圭史主査、倉根一郎氏（意見交換会座長、国立感染症研究所副所

長、厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会委員）、吉倉廣氏

（元国立感染症研究所長）（いずれも肩書きは当時）は、WHO ワクチン安全性

諮問委員会（GACVS）の会議に電話で参加し、同委員会では、日本の意見交換

会の進め方や対応についてまで協議している。 

 
（５）また、厚労省からは、WHO ワクチン安全性諮問委員会（GACVS）の声明

の公表の時期について、厚労省の副反応検討部会・安全対策調査会が 3 月頃に

報告書をまとめるときに言及できて都合がよいから、意見交換会の 1～2 週間後

の発表がよいなどと伝えている。 

 
（６）そして、意見交換会の終了後、難波江功二課長補佐は、報道対策としても

功を奏した旨を述べて、ロバート・プレス WHO ワクチン安全性諮問委員会

（GACVS）委員長、ヘレン・ペトウシス・ハリス医師らに、おおいに感謝する

メールを送っている。 

 
なお、シン・ハン・リー医師は、請求で得られた一連の文書をもとに、WHO

のマーガレット・チャン事務局長に対して公開質問状を出している。 

 



 

 

３ まとめ 

 以上の経過は、WHO ワクチン安全性諮問委員会（GACVS）の HPV ワクチ

ン推奨ありきの非科学的な姿勢と不当な介入を示すものという他はなく、これ

に加担した厚生労働省に対し、説明を求めるものである。 
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